　　　「埼玉県有機農業者協議会」設立趣意
 　
　有機農業、という言葉が誕生して30数年が経過しました。近代化の過程で、農薬・化学肥料が大量に使用され、農産物を作る人・食べる人、そして自然環境にも負荷がかかり、このままでは持続的な農業の維持が望めない時に、新たな地平を求めて有機農業が登場しました。
 　現在、有機農業は広く一般に知られるようになりましたが、その現実は多くの面で困難な状況にあります。グローバリゼーションという名の世界規模の競争原理が幅をきかせ、日本の農政もそれに応じる形で、認定農業者支援策や企業の農地取得策等を進めています。そして、個人・地域間の格差が拡大し、農民・農村の疲弊が進んでおります。このような流れの中で、「有機農業推進法」が議員立法という形で成立したのは、大変意義深いことです。
　「有機農業推進法」制定の母体である「有機農業推進議員連盟」の設立趣意書の中に、「・・・我々は、人類の生命維持に不可欠な食料は、本来、自然の摂理に根ざし、健康な土と水・大気のもとで生産された安全なものでなければならないという認識に立ち、自然の物質循環を基本とする生産活動、特に有機農業を積極的に推進することが喫緊の課題と考える。・・・」という一文があります。志ある議員の気高い思いが伝わってきます。
　この法律の制定によって、国は基本方針を策定し、埼玉県や市町村はそれに基づく推進計画を作り同時に財政措置を講じることが義務付けられました。ここに至り、有機農業者と行政が連携して行動する時が来たのです。
　「山が動いた」という言葉がありますが、有機農業の発展に長年思いを寄せてきた多くの人たちが、「有機農業推進法」の成立によって、その山が動くのではという予感を抱いています。また、我々が動かさなければなりません。
　
　ここに、埼玉県有機農業者協議会を設立し、有機農業の発展に心を寄せる多くの埼玉県人に参集することを呼びかけます。

